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①割り勘で低コストに ～アプリケーションの割り勘～

 事業体内もしくは事業体同士の施設の共同利用の加速 ＝システムのダウンサイジングにより、負担軽減
 管理の一体化の加速＝事業体内、事業体同士の連携による管理業務の一体化などが進む

効果１：システムの集約化により、人員配置が最適化
効果２：システムの集約化により、業務の包括委託（監視業務やデータ入力業務）が促進
効果３：広域化における中核事業体による小規模事業体への支援が可能に

システムの共有化により、コストを削減（割り勘効果）

広域化前

A事業体
(中核都市）

B事業体
（中規模）

a中央監視室 b中央監視室 c中央監視室

C事業体
（小規模事業体）

d中央監視室

D事業体
（小規模事業体）

■事業体毎のシステム整備活用

a庁舎 b庁舎 c庁舎 d庁舎

・水質/運転監視
・配水制御

・水質モニタ
・運転監視S

・監視ｼｽﾃﾑ

(人で監視)

・台帳ｼｽﾃﾑ・台帳ｼｽﾃﾑ

委託自前 委託 自前

台帳データ入力の共同包括委託

広域化後

CPSプラットホーム

監視業務包括委託

広域
台帳関係ｼｽﾃﾑ

広域
アプリケーション
・監視・水質モニタ

・配水制御 ・配水制御

a中央監視室 b中央監視室 c中央監視室 d中央監視室

a庁舎 b庁舎 d庁舎

A事業体
(中核都市）

B事業体
（中規模）

C事業体
（小規模事業体）

D事業体
（小規模事業体）

広域センター

c庁舎

水道標準プラットフォーム



①割り勘で低コストに ～システム機能の集約による割り勘～

 各ベンダーが重複して構築している部分をPFが「共通機能」として提供し、共通機能を複数事業者で
共同利用することで割り勘効果を働かせ、コスト削減を実現

 更にレトロフィットできるような対応の実現（既存の事業者様のやベンダー様の資産を有効に活用）
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①割り勘で低コストに ～システム機能の集約による割り勘～

 各ベンダーがシステム構築・運用において重複している部分をPFが「共通機能」として提供し、共通機能を
複数事業者で共同利用することで割り勘効果を働かせ、コスト削減を実現

 ディザスタリカバリーとしてのバックアップ方式なども事業者のニーズに合わせて対応

プラットフォーム

試験環境テナント(随
時）

ベンダテナント事業体テナント(単独） 事業体テナント（共有）②事業者テナント
(単独利用）

③ベンダ
テナント

①共通テナント

認証
認可

流通
機能
(マスタ)

IOT
データ

ファイル
データ

データ
ベース

ＧＷ－ＩＦ

ストレー
ジ

AP－ＩＦ

②事業者テナント
（共同利用）

ＡＩ

④試験環境
テナント
(随時）

IOT
データ

SHAPE
データ

ファイルデータ

ＧＷ－ＩＦ

AP－ＩＦ

セキュ
リティ

各種
IT
商品

閉域網

⑤セキュリティパーツ
(IDS/IPS 等）

⑤セキュリティパーツ
(IDS/IPS 等）

閉域網

⑤セキュリティパーツ
(IDS/IPS 等）

⑤セキュリティ(IDS/IPS
等）IoTは暗号なし

⑤セキュリティ(IDS/IPS
等）IoTは暗号なし

閉域網

汎用アプリケーション

閉域網

閉域エリア

閉域網

・・・ ＧＷＧＷ

⑤セキュリティパーツ
(IDS/IPS 等）

⑤セキュリティパーツ
(IDS/IPS 等）

⑤セキュリティパーツ
(IDS/IPS 等）

事業体ユーザ 事業体ユーザ

ＧＷ ＧＷ

VPN 閉域網

動作
監視

PF動作監視者
事業体動作監視者

AP－ＩＦ

・・・

事業体関係
ユーザ

ＧＷ ＧＷ

ポータ
ル

動作
監視

専用アプリケーション

ベンダー
保守

ベンダー
保守

ベンダーが
提供する
アプリや
サービス

PFで
提供する
機能や
サービス

PFから提供
するHW
など基盤
①から⑤

凡例

PFのOP/SE保守

専用
アプリ

スキー
マ

事業者の
データ

ファイル
データ

データ
ベース

ＧＷ－ＩＦ

AP－ＩＦ

専用アプリケーション

IOT
データ

ユーザ
管理



②システム投資（資本的支出）でなく、毎年の利用料負担（費用計上）に

• 従来システムの導入においては、償却期間（15年間）の利用が大前提
• このため、広域化プロセスにおいて、「短期間だけ使いたい」「設備統廃合で監視箇所が少なくなる」「監視内
容・点数が変わるのに」といった事情に対応した、システム導入の選択は困難

現状（個別構築）

• クラウドサービス形式での利用も可能となるため需要（事業規模、期間）に応じた柔軟な利用が可能に。
• ＧＷの設定を変更すれば、再利用可能
• 広域化進展による監視箇所増にも対応可能

将来（水道標準プラットフォーム利用）
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施設の統廃合等、ダウンサイジングの
進展に応じて、システム経費の削減が可能



③業務の一体運営をしやすく→広域化を後押し

• 一度決めた方式からの変更は、個別に、改造
や仕様検討が必要となり時間・手間がかかる。

• 既存のベンダしか対応できない。

現状（個別構築）

• 必要な機能やセキュリティやコスト、必要期間を考
慮し、最適な機能やサービスが選べるように。

• 各種アプリケーションや機能は、競争環境にあり、
最適な価格で購入できるように。

• 必要となる機能が必要な分提供される

将来（水道標準プラットフォーム利用）
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④セキュリティへの対応

6

プラットフォームとしてのセキュリティ対応について

選択
パーツ
番号

水道標準プラットフォームの
セキュリティーパーツのメニュー

LGWAN対策内容

1 ○ 閉域網での接続を前提
総合行政
ネットワーク
ガイドライン

行政専用の閉じたネットワークを用いて、
不正アクセス等の脅威を防止する。

2 ○ ファイアウォールで不正侵入防御

LGWAN
の概要

ファイアウォールによって侵入の脅威から
防御する。

3 ○ 通信経路を暗号化し、盗聴防止 通信経路を暗号化し、盗聴防止策。

4 ○
IDS(不正侵入検知)
IPS(不正侵入防止)

全ての通信を侵入検知機能（IDS）
IPＳで監視し、不正アクセスの検知

５ ○
・通信データの暗号化により、「盗聴」、
「改ざん」を防止。・多要素認証
・利用者アクセスログを保持

認証技術による情報の「盗聴」「改ざん」
「なりすまし」「事後否認」を防止する。

６ ○
IDS/IPSのアラートを24時間365
日監視対応を実施。

専門家による24時間365日のセキュリ
ティ監視を行う。


